
事業計画書作成例 
 

○年度事業計画書 

 

                                 特定非営利活動法人△○川流域保全グループ 

 

１．基本方針 

法人設立を機に、これまで行ってきた事業を通じて培ってきたさまざまなネットワークを活用して、△○市

のみで行ってきた各種事業の実施エリアを少しずつ広げて行きたいと考えています。 

特に、本年度においては、各種事業の中から、エリアの拡大に効果的と思われる「△○川流域にまつわ

る民話・文化を継承する事業」と「△○川保全の・・・・・・事業」を重点事業とします。 

 

 

２．特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 

プロジェクト内容    

(具体的な事業内容) 

実施時期・ 

回数等 
実施場所 

受益対象者及

び予定人数 

収益見込

(千円) 

 

 

 

 

（１）△○川流

域にまつわる民

話・文化を継承

する事業 

 

 

 

 

△○川流域文化を学

ぶ講座の開催 

○月 
△ ○ 市 ○ ○

センター 

流域住民 

○○人／回 

○○ 

○月 
△ △ 市 △ △

センター 
○○ 

○月 
△ △ 市 △ △

センター 
○○ 

○月 
△ ○ 市 △ ○

会館 
○○ 

来年度以降の展開に

向けた、△○川に伝

わる民話の朗読劇の

練習 

練習日 

年○回 

程度 

○○体育館 ― ― 

（３）その他当

法人の目的を達

成するために必

要な事業 

定款第５条第１号～第○号（その他の事業がある場合：第５条第１項第１号①

～○）には規定されていないものの、法人として実施が必要となった事業につ

いて、定款第３条及び第４条に規定する範囲内において、単年度又は試験的に

限り実施する。 

 

 

 

 

 

 

 
３．事業実施体制 

（１）会議に関する事項 

①通常総会 ○月 

②理事会 年○回 

・・・・・・・・ 

（２）事務局体制  

事務局長：○○○○、 事務局スタッフ：○○○○ 

 ・・・・・・・・ 

定款第５条に記載した事業のどれに当

てはまるのかが分かるようにしましょ

う。複数の事業にまたがる場合は、番号

を振る等、工夫をしてください。 

認証を受けようとする 

ＮＰＯ法人の名称 

第三者にわかりやすい表記を工夫しましょう。 

誰が、どんな体制で事業を実施するのかがわかるように、スタッフ

の体制や決まっている会議等があれば、記載しましょう。 

通常総会は、事業年度終了後に開催するため、開催月は翌年度にな

ることが一般的です。 

見込額は活動予算書の事業収益と合わせましょう。 

定款第５条記載の事業は、計画書の中で

具体的な事業計画を立案しましょう。 

【定款に「その他の事業」を定めている場合は、下記を参考に記載してください。】 

３．その他の事業 

定款の 

事業名 

プロジェクト内容 

(具体的な事業内容) 

実施時期・ 

回数等 
実施場所 

収益見込 

(千円) 

（１）△○駐車

場の管理運営 

△○駐車場の管理運

営 

○月～ 

○月 

△○市○○センター内駐

車場 ○○ 

その他の事業を行う場合は、その他の事業でどのような

事業内容を行うのかがわかるように、記載しましょう。 


